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初夏の候、皆様にはいっそうご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
コミュニケーション活動の一環として会員各位の相互理解をより一層深める一方策として、平成２６年度から企業訪問を開始いたしました。
今回は６月中旬に太平電業さんにお邪魔しました。
企業訪問を通じて、会員相互の理解活動に少しでも貢献できればと思います。
渡辺事業所長以下全員が、発電所内外で現場作業に取り組まれている状況を報告いたします。

渡辺事業所長から一言

* 福一の安定化・廃炉作業へ向けた取り組み状況

編集後記
今回は、太平電業さんを訪問しました。発刊に当たり
幹事の佐藤さん大変お世話になりました。
太平電業さんには、震災後これまでに経験したこと
のない放射線環境の中、高汚染滞留水に関わる作
業や車両スクリーニング作業など休むことの無い毎
日の作業に当たっていただいたからこそ今があると
思っています。ありがとうございます。
企業協議会も少しでも皆様のお役に立てるように頑
張ります。また皆さんのところへお邪魔しますので宜
しくお願いします。
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* 社内コミュニケーション

太平電業さんにお邪魔した時のスナップ写真です。
渡辺事業所長、猪狩次長から現場作業への取り組みに
ついて写真を見ながらお伺いしました。
高汚染滞留水のタンク間移送作業やホース撤去・切断作
業といった廃棄物処理等の作業では貴社でロボット開発
などを進めつつ、廃炉作業に多方面から貢献されている
様子をお伺いしました。
安全への取り組みについては、これからも人身災害ゼロ
を継続していくため、社員と協力会社の皆様が一体となっ
て日々安全に取り組まれている状況をお聞きすることが
できました。

滞留水移送で使用した古いホース
を効率よく廃棄するため縦に４分
割して撤去しています。

毎月１回、本社から幹部が現地を訪問し、現場のパトロール及び社員との意見交換を
行っています。

震災後、発電所の廃炉・復興の為、微力ながら貢献してま
いりました。今後も、１Ｆの廃炉及び２Ｆの冷温停止維持の
為、
「安全優先で働きやすい自立安全職場を構築する」の所長
方針のもと、事業所全員が一丸となって「無事故・無災害・
重不適合ゼロ」をスローガンに、「毎日無事に家に帰る」を

～次回予告～

次回（１０回目の企業訪問）は、山内所長がおられる五洋建設さんを訪問する
予定です。 宜しくお願いしま～す。

毎朝社員での朝礼を行い、その後協力
会社との全体朝礼を行っています。

・ 滞留水移送ホースの撤去作業・ フランジタンク内水移送

【水処理設備・滞留水移送設備工事など積極的に対応。】

・安全朝礼 ・ 本社幹部によるパトロール・意見交換

協議会訪問

太平電業株式会社
福島事業所

１月４日に楢葉八幡神社にて安全祈
願を行いました。今年も無災害継続
を一同願っております。

フランジタンクの残水を空にするため、ロボットを開発し残水の
移送を行っています。

・ 1F構内車両スクリーニング作

・安全祈願

コミュニケーションの場として、社員
及び協力会社のゴルフ愛好者による
コンペを行っています。

・消火訓練

昨年１２月に消防署から講師を招き
消防訓練を行いました。今後も毎年
訓練を行っていきます。

構内から構外へ出る車両の測定
を行い、基準値以下であることを
確認しています。

* 安全に向けた取り組み


